
 

２０２１年１２月２９日（水）～２０２２年２月２７日（日） 

＜報道資料＞                                                         ２０２１年１２月 

マクセル アクアパーク品川 
 

生きものたちと“冬の絶景”が織りなす、雪と氷につつまれた幻想的な海の世界へ。 

“近場で暖かな屋内”を活かした、アクアパークならではの冬のレジャーをお届けします。 
 
 
 

 

 
        
『マクセル アクアパーク品川』（所在地：東京都港区高輪４-１０-３０品川プリンスホテル内、館長：棚原 徹）は、２０２１年 

１２月２９日（水）～２０２２年２月２７日（日）までの期間、シーズナルイベントとして「ＮＡＫＥＤ ＳＮＯＷ ＡＱＵＡＲＩＵＭ（ネイ 

キッド スノウ アクアリウム）」を開催します。 

冬の美しく透きとおるような世界観を表現した同イベントは、２０１５年に初開催して以降、当館の“冬の風物詩”として多くの 

ゲストにお楽しみいただいております。クリエイティブカンパニー『ＮＡＫＥＤ, ＩＮＣ.』が手掛ける雪や氷、オーロラの映像と 

生きものたちが調和し、館内各所に幻想的な冬景色を創出します。 

メインコンテンツの「ドルフィンパフォーマンス」は、昼は“冬のオーケストラ”、夜は“雪と氷につつまれた神秘的な世界”を 

テーマに２つのプログラムを展開。多彩なライティングと“スノウマシン”による雪降る演出、さらに、夜はプロジェクションマッ 

ピングも加わり、季節感あふれる舞台でイルカたちのダイナミックなジャンプがご覧いただけます。 

映像のスノウフレークが一面に輝く「パターンズ」では、舞い降る“雪”を連想させる色や模様をもつ生きものを展示し、空間 

演出と合わせてお楽しみいただくことで“海中の雪景色”をご堪能いただけます。 

この他にも、館内全体がまるでスノウドームのように、さまざまな冬のシーンに出会えるコンテンツをご用意します。 
 
まばゆい銀世界や氷の透明感、澄んだ夜空にきらめくイルミネーションなど、寒さ極まる中で生まれる美しい光景の数々。 

今年は外出自粛も緩和傾向にあり、そんな冬の醍醐味にふれられるレジャーに、再び注目が集まることが予想されます。 

そこで当館は、品川駅から徒歩約２分と近場で快適な屋内型というハード面のメリットと、最先端テクノロジーを用いた展示 

演出の強みを活かし、暖かな館内で“冬の絶景”と生きもののリアルな魅力が一同にお楽しみいただける“冬のレジャー”を 

提案します。 

また、一年の締めくくり、そして始まりにあたる大切な時季を親しい人たちと安全・安心にお過ごしいただけるよう、引き続き、 

感染拡大予防対策も徹底してまいります。 

来たる“ホリデーシーズン”。安全・安心の環境を整えつつ、屋内にいながら冬ならではの“絶景”に出会える「スノウアクア 

リウム」を通じ、皆さまの今冬の思い出づくりをお手伝いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＡＫＥＤ ＳＮＯＷ ＡＱＵＡＲＩＵＭ 
冬の美しさに魅せられる、スノウドームのような海の世界 



 

 

 

✴ＢＲＩＧＨＴ
ブ ラ イ ト

 ＳＮＯＷ
ス ノ ウ

 
「スノウアクアリウム」の始まりにふさわしい、神秘的な輝きに 

満ちたエントランス。中央の水槽には透きとおるような体の 

“イトヒキテンジクダイ”や、鮮やかな青色が目を引く“ルリスズ 

メダイ”が舞い泳ぎ、ゲストをお迎えします。 

水槽の周壁やお足元には、映像のオーロラとクリスタルが 

広がり、さらに壁面には、手をかざすと雪の結晶が浮かび 

あがるインタラクションな仕掛けを施しました。 

見て、触れて“冬の美しさ”をご体感いただくことで入口から 

ゲストを世界観へと深く引き込んでいきます。 

 

 

 

 

 

✴ＭＡＲＩＮＥ
マ リ ン

 ＳＮＯＷ
ス ノ ウ

 ＤＯＭＥ
ド ー ム

 
２２台のプロジェクターを使用したダイナミックな映像演出とレイアウト変更可能な展示水槽によって、季節ごとの可変性や 

圧倒的な世界観を創り出すイマーシブエリア「パターンズ」。同イベントでは「ＭＡＲＩＮＥ ＳＮＯＷ ＤＯＭＥ」と題し、映像の 

スノウフレークが空間全体に舞い降る“海中の雪景色”を皆さまにお届けします。 

エリアに並ぶ１１本の水槽には、体に白いドットを持つ“プテラポゴン・カウデルニィ”や“シボリキンチャクフグ”の他、ホワイト 

カラーの“カンムリベラ”など、雪を連想させる生きものを展示。さらに、インタラクションな仕掛けもご用意しており、壁面に 

描かれた特定のモチーフ（=雪の結晶を閉じ込めたバブル）にふれると、七色の光をまとった生きものがランダムに登場！ 

青を基調とした空間に、美しい彩りをもたらします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
✴雪の結晶を閉じ込めたバブルにふれると、 

七色の光をまとった生きものが登場し、エリア内を回遊します。 
エリア内の４カ所に設けられた“バブル”のモチーフにふれると、クリスタル調 

の生きものがランダムで登場します。バリエーションは【シードラゴン、カメ、 

エイ、イカ、エビ、イワシ、クラゲ、クジラ】の８種類。なお、クジラは全長８ｍ 

におよぶ大きさを有し、出現率も低めに設定。何度でもチャレンジしたくなる 

よう遊び心を持たせました。 

さまざまな生きものを出現させることで「ＭＡＲＩＮＥ ＳＮＯＷ ＤＯＭＥ」は、 

より彩りの美しい空間へと変化します。 

 

１．多様な魚たちとめぐる冬景色「水槽展示エリア」 

「ＭＡＲＩＮＥ ＳＮＯＷ ＤＯＭＥ ※イメージ」 

「ＢＲＩＧＨＴ ＳＮＯＷ ※イメージ」 



 

 
 

（左から） 

■ホワイトチョコレート・オ・レ～Ｆｌｕｆｆｙ Ｗｈｉｔｅ～ 

■クランベリースカッシュ～Ｓｈｉｎｙ Ｂｅｒｒｙ～ 

■ショコラミルク～Ｓｗｅｅｔ Ｓｎｏｗ～※ 

■ブルーライチスパークリング～Ｃｒｙｓｔａｌ Ｍａｒｉｎｅ～※ 
 

【販売期間】２０２２年２月２７日（日）まで 

「※」マークが付いている商品は、アルコールドリンクです。 

✴スノウアクアリウム 限定メニュー 

✴ＷＩＮＴＥＲ
ウ ィ ン タ ー

 ＣＯＬＯＲ
カ ラ ー

 ＳＴＲＥＥＴ
ス ト リ ー ト

 
７つの水槽とアートワークを展示したショウケースが交互に 

並ぶアトリウムのようなエリアです。壁の上部では映像のスノウ 

フレークが舞い、お足元にはダイヤモンドダストの輝きが流線 

形に走ります。こちらでは今冬、きらめく冬の世界観からイン 

スピレーションを得て、“ジュエリー”の名前にちなんだ魚たち 

を集めました。 

例えば、ラピスラズリをイメージした水槽は、その原石とともに 

“ルリヤッコ”や“ルリスズメダイ”を展示。他にも【ダイヤモンド 

×コンゴウフグ】、【エメラルド×エメラルドグリーンクラブ】など、 

彩り豊かな生きものたちが青の世界に華やかさを添えます。 

 

 

 

✴ＣＲＹＳＴＡＬ
ク リ ス タ ル

 ＢＡＲ
バ ー

 
発光サンゴの水槽が連なるムーディーなカフェバーは、氷やクリスタルの輝きをまとい、神秘的な空間へと姿を変えます。 

さらに数分に一度、映像のスノウフレークがエリア全体に舞い降る様子をお楽しみいただける“スノウタイム”を設け、異なる 

２つの“冬の美しさ”でゲストを魅了します。メニューにも「スノウアクアリウム」の世界観をそのまま閉じ込めたような、アイス 

ブルーやホワイトカラーのイベント限定ドリンクをご用意しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
✴手指の除菌アート 「ＮＡＫＥＤつくばい-Ｓｎｏｗ-」 
古くからの日本文化である、茶室に入る前に手を清めるための蹲（つくばい）をモチーフ 

に、手指のアルコール消毒をネイキッドがアート化した「ＮＡＫＥＤつくばい™」。 

コロナ禍によって当たり前になった“新しい生活様式”を、エンターテインメントとして 

演出。「スノウアクアリウム」の開催期間中は、雪の結晶とメッセージが浮かびあがり、 

アルコールが噴霧されます。 

 

…６００円 

…５００円 

…８００円 

…８００円 

「ＷＩＮＴＥＲ ＣＯＬＯＲ ＳＴＲＥＥＴ ※イメージ」 

「ＣＲＹＳＴＡＬ ＢＡＲ ※イメージ」 

「ＮＡＫＥＤつくばい-Ｓｎｏｗ- ※イメージ」 



 

✴ＪｅｌｌｙＦｉｓｈ
ジ ェ リ ー フ ィ ッ シ ュ

 Ｒａｍｂｌｅ
ラ ン ブ ル

 
７つの円柱水槽と、全面クリスタルのシンボリックな水槽が 

並ぶ、幅約９ｍ×奥行約３５ｍの大空間。音と光の演出に 

彩られながら水槽内にはミズクラゲやインドネシアシーネッ 

トルなど、さまざまなクラゲが優雅に漂います。 

天井と両壁が鏡面になっており、頭上のＬＥＤライトと水槽 

照明が反射することで、どこまでも光が広がる幻想的な空間 

を演出。今冬はブルーやホワイトを基調としたライティングと 

北欧調のメロディーを用いて「スノウアクアリウム」の世界観 

を表現します。 

 

 

 

 

 

✴デイｖｅｒ．「Ｈａｒｍｏｎｙ
ハ ー モ ニ ー

 ｆｏｒ
フォー

 Ｗｉｎｔｅｒ
ウ ィ ン タ ー

」 
“冬のオーケストラ”をテーマに展開する同プログラムは、水 

の演出と、天窓から差し込む自然光が相まった光あふれる 

舞台からお届けします。“演奏会”はイルカたちの歌声で幕を 

開けます。鋭く、つややかなバイオリンが主役の楽曲にはじ 

まり、曲目を変えながらラストは花咲く春を待つような伸び 

やかなメロディーを使用。イルカとトレーナーは、まるで奏者 

のように優雅なパフォーマンスを披露します。 

また、デイｖｅｒ.の特長でもある“ゲスト参加型”の要素として 

皆さまにも手拍子で“演奏”にご参加いただき、会場一体と 

なって奏でる、唯一無二のハーモニーをお楽しみいただけ 

ます。 
  
■開催時間（各回約１５分間） 

【平 日】１２：００／１４：００／１６：００（３回） 

【土休日および１２月２９日（水）～１月３日（月）】１１：３０／１３：００／１４：３０／１６：００（４回） 

 

✴ナイトｖｅｒ．「ＢＲＩＧＨＴ
ブ ラ イ ト

 ＣＲＹＳＴＡＬ
ク リ ス タ ル

」 
ナイトｖｅｒ．は３６０度デジタルアートの雪や氷、オーロラに 

つつまれる「スノウアクアリウム」を象徴するコンテンツ。 

暗転した会場で【水（噴水、ウォーターカーテン）】・【光（ムー 

ビングライト、水中照明）】・【映像（プロジェクションマッピング】 

・【音（１２．１ｃｈサラウンド）】などの最先端テクノロジーを駆使 

しながら、イルカたちの躍動とともに“幻想的な冬の世界”を 

描いてまいります。 

ＭＣを入れず、次々と現れる美しい冬のシーンでストーリー 

を展開することでゲストを世界観へと強く引き込み、非日常の 

体験を提供します。 
  
■開催時間（各回約１５分間） 

【平 日】１８：００ 

【土休日および１２月２９日（水）～１月３日（月）】 

１７：３０／１９：００（２回） 

 

 

 

 

 

 

 

“スノウマシン”による、雪降る演出からストーリーが始まります。会場が凍てつくように映像の氷の輝きにつつまれると、 

それを打ち破るように、目の前に広がる神秘的な“青い海”でイルカたちがダイナミックなパフォーマンスを披露。 

やがてクリスタルやオーロラが次々と現れ、幻想的な冬の世界観を作りあげていきます。中盤のしっとりした水中ダンスを 

介し、ラストは３６０度雪の結晶が舞う華やかなシーンでイルカたちが圧巻の全頭ジャンプを繰り広げます。 

 

 

 

“スノウマシン”による、雪降る演出からストーリーが始まります。会場全体が凍てつくように映像の氷につつまれると、そ

「ＢＲＩＧＨＴ ＣＲＹＳＴＡＬ ※イメージ」 

「Ｊｅｌｌｙｆｉｓｈ Ｒａｍｂｌｅ ※イメージ」 

２．幻想的な冬の世界で、イルカたちの躍動が魅せる「ドルフィンパフォーマンス」 

 ✴演出展開 

「Ｈａｒｍｏｎｙ ｆｏｒ Ｗｉｎｔｅｒ ※イメージ」 



 

 
   
【営業時間】  

■イベント期間：２０２１年１２月２９日（水）～２０２２年２月２７日（日） 
           
■待機列緩和のため、日時指定入場券またはＷＥＢ入場整理券が必要な日程がございます。 

対象日：【１月】土休日 

１日（土）・２日（日）・８日（土）・９日（日）・１０日（月・祝）・１５日（土）・１６日（日）・２２日（土）２３日（日）・２９日（土）・３０日（日） 

※２０２２年２月以降の対象日は、公式ＨＰにてお知らせいたします。 
    
■当館の新型コロナウイルス感染拡大予防対策については、下記よりご覧いただけます。 

http://www.aqua-park.jp/aqua/news/28416/index.html 
  
 

【入場料金】 

 

 

 

 
 
※アトラクション【２機種】は、別途：各５００円（１回）となります。 
   
【お客さまからのお問合せ】 

『マクセル アクアパーク品川』 

■住所：〒１０８－８６１１ 東京都港区高輪４－１０－３０（品川プリンスホテル内） 

■ＴＥＬ：０３－５４２１－１１１１＜音声ガイダンス＞ 

■ＵＲＬ：www.aqua-park.jp 

おとな（高校生以上） 小・中学生 幼児（４才以上）

入場券 ２,３００円 １,２００円 ７００円

年間パスポート ４,４００円 ２,３００円 １,３００円

基本情報 

平日 土休日および１２月２９日（水）～１月３日（月）

１０：００～１８：３０（最終入場１８：００） １０：００～２０：００（最終入場１９：００）

http://www.aqua-park.jp/aqua/news/28416/index.html
http://www.aqua-park.jp/

